唐記　三
高祖神堯大聖光孝皇帝上の下
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　（一）武徳二年、春正月壬寅、王世充、悉く隋朝の顯官・名士を取り、太尉府の官屬と爲す。杜淹・戴冑、皆これに預る。冑は（二）安陽の人なり。隋の將軍王陵、（三）屯衞將軍張鎭周・都水少監蘇世長等を帥ゐ、山南の兵を以て、（四）始めて東都に至る。王世充、専ら朝政を總べ、事、大小と無く、悉く太尉府に關し、臺省監署、闃然たらざるは莫し、世充、三牌を府の門外に立て、一は、文學才識ありて時務を濟うに堪うる者を求め、一は、武勇智略ありて能く鋒を摧き敵を陥るる者を求め、一は、身に寃滞有りて（五）擁抑して申びざる者を求む。是に於て上書そて事を陳ぶるもの、日に數百有り。世充悉く引見し、躬自ら省覽し、慇懃に慰論す。人人自ら喜び、以爲へらく言聽かれ計從わると。然れども終に・施行する所
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無し。下、士卒・（六）厮養に至るまで、世充、皆、甘言を以て之を悦ばせ、而して實は恩施無し。隋の馬軍總管獨孤武都、世充の親任せる所と爲る。其從弟（七）司隷大夫機、（八）虞部郎楊恭愼・前の（九）渤海郡主簿孫師孝・歩兵總管劉孝元・李儉・崔孝仁と與に、唐の兵を召さんと謀り、孝仁をして武都に説きて曰わしむ、『王公、徒らに兒女の態を爲し、以て下愚を悦ばせ、而して鄙隘貪忍にして、新舊を顧みず。豈に能く大業を成さんや。圖讖の文、「應に李氏に歸すべし」』と。人皆之を知る。唐、晉陽に起り、關内を奄有し、兵、行を留めず、英雄景附す。且つ坦懷にして物を待ち、善を擧げ功を責め、舊惡を念わず、勝勢に據り、以て天下を争う。誰か能く之に敵せん。吾が屬身を託すること所に非ず、坐ながら夷滅を待つ。今、（十）任管公の兵、近く新安に在り、又、吾の故人なり。若し間使を遣わして之を召し、夜城下に造らしめ、吾が曹共に内應を爲し、門を開きて之を納れば、事、集らざる無からん』と。武都、之に從う。事泄れ、世充皆之を殺す。恭愼は（一一）達の子なり。
　癸卯、秦王世民に命じ、出でて（一二）長春宮に鎭せしむ。
　宇文化及、魏州總管元寶臧を攻む。四旬にして克たず。魏徴往きて之に説く。丁未、寶臧、州を擧
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げて來り降る。
　戊午、淮安王神通、宇文化及を魏縣に撃つ。化及、抗する能わず。東して（一三）聊城に走る。神通、魏縣を拔き、二千餘人を斬獲し、兵を引きて化及を追い、聊城に至り、之を圍む。
　甲子、陳叔達を以て納言と爲す。
　丙寅、李密が置く所の伊州の刺史張善相、來り降る。
　朱粲、衆二十萬有り。漢淮の間を剽掠し、遷徙して常無し。州縣を破る毎に、其積粟を食い、未だ盡きずして復た他に適き、將に去らんとするとき、悉く其餘資を焚き、又、稼穡を務めず。民の餒死する者、積むが如し。粲、復た掠む可き無く、軍中、食乏し。乃ち士卒に教えて婦人嬰兒を烹て之を噉わしめて曰わく、『肉の美なる者は、人に過ぐるは無し。但だ佗國をして人有らしめば、何ぞ餒を憂えん』と。隋の著作佐郎陸從典・通事舎人顔愍楚、謫官して（一四）南陽に在り。粲初め引きて賓客と爲す。其後、食無く、闔家皆噉う所と爲る。愍楚は（一五）之推の子なり。又、諸城堡の細弱なるものを税し、以て軍食に供す。諸城堡相帥ゐて之に叛く。（一六）淮安の土豪楊士林・田瓉、兵を起して粲を攻む。諸州皆之に應ず。粲、興に（一七）淮源に戦い、大に敗れ、餘衆數千を帥ゐて（一八）菊潭に奔る。士林の家世々蠻酋なり。隋の
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末、士林、鷹揚府の校尉と爲り、郡官を殺して、其郡に據る。既に朱粲を遂い、己巳、（一九）漢東の四郡を帥ゐ、使を遣わして（二十）信州總管盧江王瑗に詣り、降を請う。詔して、以て（二一）顯州道行臺と爲す。士林、瓉を以て長史と爲す。
　初め王世充、既に（二二）元盧を殺し、人情の未だ服せざらんことを慮り、猶お皇泰主に媚事し、禮甚だ謙敬なり。又、請うて劉太后の假子と爲り、尊号を聖感皇太后と曰う。既にして漸く驕横なり。嘗て食を宮中に賜り、家に還りて大に吐く。毒に遇えるを疑う。是より、復た朝謁せず。皇泰主、其の終に臣と爲らざるを知れども、力、制する能わず。唯だ内庫の綵物を取り、大に幡花を造り、又、諸の服玩を出し、儈をして貧乏に散施せしめ、以て福を求む。世充、其黨張績・董濬をして（二三）章善・顯福二門を守らしめ、宮内の雑物、毫釐も出ずるを得ず。是月、世充、人をして印及び劒を獻ぜしめ、又、河水の淸きを言う。以て衆に耀かして己の符瑞と爲さんと欲すと云う。
　上、金紫光祿大夫武功の靳孝謨を遣わし、邊郡を安集せしむ。梁師都の獲る所と爲る。孝謨、之を罵りて口を極む。師都、之を殺す。二月、詔して、爵武昌縣公を追賜し、
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諡して忠と曰う。
　初めて（二四）租庸調の法を定む。丁毎に租二石・絹二匹・綿三兩。玆より以外、横しまに調斂する有るを得ず。
　丙戌、詔して、諸宗姓、官に居る者は、同列の上に在り、未だ仕えざる者は、其の徭役を免じ、州毎に宗師一人を置き、以て攝總し、別に團伍と爲す。
　張俟德、（二五）涼に至る。李軌、其羣臣を召し、廷議して曰わく、『唐の天子は吾の從兄にして、今已に位を京邑に正す。一姓、自ら天下を争う可からず。吾、帝號を去り其封爵を受けんと欲す。可ならんか』と。曹珍曰わく、『隋、其鹿を失い、天下共に之を遂う。王と稱し帝と稱する者、奚ぞ啻一人のみならん。唐は關中に帝たり、涼は河右に帝たるは、固より相妨げず。且つ已に天子と爲る。奈何ぞ復た自ら貶黜せん。必ず・小を以て大に事えんと欲せば、請う（二六）蕭詧が魏に事うるの故事に依らん』と。軌、之に從う。戊戌、軌、其尚書左丞鄧曉を遣わして入見せしめ、書を奉りて皇從弟大涼皇帝臣軌と稱し、而して官爵を受けず。帝怒り、曉を拘えて・
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遣らず、始めて・師を興して之を討たんことを議す。初め隋の煬帝、自ら吐谷渾を征す。吐谷渾の（二七）可汗伏允、數千騎を以て党項に奔る。煬帝、其質子順を立てて主と爲し、餘衆を統べしむ。入るを果さずして還る。會々中國喪亂し、伏允復た還りて其故地を收む。上、禪を受く。順、江都より（二八）長安に還る。上、使を遣わし、伏允と連和し、李軌を撃たしめ、順を以て之に還さんことを許す。伏允喜び、兵を起して軌を撃ち、數久使を遣わして入貢せしめて順を請う。上、之を遣る。
　閏月、朱粲、使を遣わし・降らんと請う。詔して、粲を以て楚王と爲し、自ら官屬を置くを聽し、便宜を以て事に從わしむ。
　宇文化及、珍貨を以て海曲の諸賊を誘う。賊帥王薄、衆を帥ゐて之に從い、與に共に聊城を守る。竇建德、其羣下に謂つて曰わく、『吾は隋の民たり。隋は吾が君たり。今、宇文化及・弑逆せり。乃ち吾が讎なり。吾、以て討たざる可からず』と。乃ち兵を引きて聊城に趣く。淮安王神通、聊城を攻む。化及、糧盡き、降らんと請う。神通、許さず、安撫副使（二九）崔世幹、神通に・之を許さんことを勸む。神通曰わく、『軍士暴露すること日久しく、賊、食盡き計窮まる。克たんこと旦暮に在り。吾當に攻取して以て國威を示し、且つ其玉帛を散じて以て戦士を勞うべし。若し其の降を受けば、將た何を以て軍賞と爲さんや』と。世幹曰わく、『今、
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建德方に至る。若し化及未だ平かずば、内外、敵を受け、吾が軍必ず敗れん。夫れ攻めずして之を下さば、功たること甚だ易し。奈何ぞ其玉帛を貪りて、（降ヲ）受けざらんや』と。神通怒り、世幹を軍中に囚う。既にして宇文化及、濟北より之に餽る。化及の軍稍振い、遂に復た拒ぎ戦う。神通、兵を督して之を攻む。（三〇）貝州の刺史趙君德、堞を攀じて先登す。神通、心に其功を害み、兵を收め・戦わず。君德大に詬りて下る。遂に克たず。建德の軍且（まさ）に至らんとす。神通、兵を引きて退く。建德、化及と連戦し、大に之を破る。化及復た聊城に保す。建德、兵を縱ち、四面より急に攻む。王薄、門を開きて之を納る。建德、城に入り、化及を生擒し、先ず隋の蕭皇后に謁し、語皆臣と稱し、素服して煬帝を哭して哀を盡し、傳國の璽及び鹵簿儀仗を收め、隋の百官を撫存し、然る後逆黨宇文智及・楊士覧・元武達・許弘仁・孟景を執え、隋の官を集めて之を斬り、首を軍門の外に梟す。檻車を以て化及幷に二子承基・承趾を載せ、（三一）襄國に至りて之を斬る。化及且に死せんとし、更に餘言無く、但だ云う『夏王に負かず』と。建德、戦勝ち城に克つ毎に、得る所の資材、悉く以て將士に分ち、身、取る所無し。又、肉を噉わず、常に蔬茹粟飯を食う。妻曹氏、紈綺を衣ず。役する所の婢妾、纔に十許人。化及を破るに及び、隋の宮人千數を得、卽時に之を散遣す。隋の黄門侍郎裵矩を以て右僕射と爲し、選事を掌らしめ、兵部侍郎崔君肅を侍中と爲し、（三二）少府令何稠を工部尚書と爲し、
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　（三三）右司郎中柳調を左丞と爲し、虞世南を黄門侍郎と爲し、歐陽詢を太常卿と爲す。詢は（三四）紇の子なり。自餘は才に随つて職を授け、委ぬるに政事を以てす。其の留まるを願わず、關中及び東都に詣らんと欲する者は、亦之を聽し、仍ほ資糧を給し、兵を以て之を援けて境を出でしむ。隋の驍果、尚お萬人に近し。亦各々縱遣し、其の之く所に任す。又、王世充と好を結ぶ。使を遣わし、表を隋の皇泰主に奉ず。皇泰主、封じて夏王と爲す。建德、羣盜より起り、國を建つと雖も、未だ文物・法度有らず。裵矩、之が爲に朝儀を定め、律令を制す。建德甚だ悦ぶ。毎に之に從いて典禮を諮訪す。
　甲辰、上、羣臣を考第し、李綱・孫伏伽を以て第一と爲し、因つて置酒して高會す。裵寂等に謂つて曰わく、『隋氏、主驕り臣諂うを以て、天下を亡えり。朕位に卽きて以來、毎に心を虚しくして諫を求む。然れども唯だ李綱のみ、差忠款を盡し、孫伏伽のみ、誠直と謂う可し。餘人は猶お敝風を踵ぎ、眉を俛るるのみ。豈に朕が望む所ならんや。朕、卿を視ること愛子の如し。卿當に朕を視ること慈父の如くなるべし。懷うこと有れば必ず盡し、自ら隠す勿れ』と因つて命じて君臣の敬を捨て、歡を極めて罷む。
　前の御史大夫段確を遣わし、朱粲に使せしむ。
　初め上、隋の殿内少監たるや、宇文士及、（三五）尚輦奉御たり。上、之と善し。士及、化及に従つて黎
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陽に至る。上、手詔して之を召す。士及、潜に家僮を遣わし、間道より長安に詣らしめ、又、使者に因りて（三六）金環を獻ず。化及、魏縣に至り、兵勢日々に蹙まる。士及、之に勸めて唐に歸せしむ。化及、從わず。内史令封徳彝、士及に説き、濟北に於て、軍糧を徴督し、以て其の變を觀しむ。化及、帝と稱し、士及を立てて蜀王と爲す。化及・死するや、士及、徳彝と、濟北より來り降る。時に士及の妹、昭儀たり。是に由りて、上儀同を授く。上、封徳彝が隋室の舊臣なるに諂巧不忠なるを以て、深く之を誚責し、罷遣して舎に就かしむ。徳彝、秘策を以て上を干す。上悦び、尋ぎて内史舎人に拝し、俄に侍郎に遷す。
　甲寅、隋の（三七）夷陵郡丞（三八）安陸の許紹、（三九）黔安・（四十）武陵・（四一）澧陽等の諸郡を帥ゐて來り降る。紹、幼にして帝と同じく學ぶ。詔して、紹を以て峡州の刺史と爲し、爵安陸公を賜う。
　丙辰、徐世勣を以て（四二）黎州總管と爲す。
　丁巳、驃騎將軍張孝珉、勁卒百人を以て、王世充を（四三）汜水城に襲い、其郛に入り、米船百五十艘を沈む。
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　己未、世充、穀州に寇す。世充、秦叔寶を以て龍驤大將軍と爲し、程知節を將軍と爲し、之を待つこと皆厚し。然れども二人、世充が詐多きを疾む。知節、叔寶に謂つて曰わく、『王公は、器度淺狹にして、妄語多く、好みて呪誓を爲す。此れ乃ち老巫嫗なるのみ。豈に撥乱の主ならんや』と世充、唐の兵と（四四）九曲に戦う。叔寶・知節、皆、兵を將ゐて陳に在り、其徒數十騎と、西に馳すること百許歩、馬を下りて世充を拝して曰わく、『僕、公の殊禮を荷い、深く報效を思う。公、性猜忌にして、喜びて讒言を信ず。僕が身を託するの所に非ず。今、仰ぎ事うる能わず。請う此より辭せん』と。遂に馬を躍らして來り降る。世充、敢て逼らず。上、秦王世民に事えしむ。世民、素より其名を聞き、厚く之を禮す。叔寶を以て馬軍總管と爲し、知節を左三統軍と爲す。時に世充の驍將、又、驃騎（四五）武安の李君羨・征南將軍（四六）臨邑の田留安有り、亦、世充の人と爲りを惡み、衆を帥ゐて來り降る。世民、君羨を引きて左右に置き、留安を以て右四統軍と爲す。
　王世充、李育德の兄厚德を（四七）獲嘉に囚う。厚德、其守將趙君潁と與に、殷州の刺史段大師を遂い、城を以て來り降る。厚德を以て（四八）殷州の刺史と爲す。
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　竇建德、邢州を陥れ、總管陳君賓を執う。
　上、殿内監竇誕・右衞將軍宇文歆を遣わし、幷州總管齊王元吉を助けて、晉陽を守らしむ、誕は（四九）抗の子なり。帝の女襄陽公主に尚す。元吉、性驕侈にして、奴客婢妾數百人、好みて之をして甲を被り、戲に攻戦を爲さしむ。前後死傷甚だ衆し。元吉も亦嘗て傷を被る。其乳母陳善意・苦諌す。元吉醉うて怒り、壯士に命じて之を歐殺せしむ。性、田獵を好み、罔罟三十車を載せ、嘗て言う『吾、寧ろ三日食わずとも、一日獵せざる能わず』と。常に誕と遊獵し、人の禾稼を蹂踐す。又、左右を縱ちて民物を奪う。衢に當りて人を射、其の箭を避くるを觀る。夜、府門を開き、他室に宣淫す。百姓憤怨す。歆屢々諫むれども納れず。乃ち表して其狀を言う。壬戌、元吉、坐して官を免ぜらる。
　癸亥、（五〇）陟州の刺史李育德、王世充の河内の保聚三十一所を攻め下す。乙丑、世充、其兄の子君廓を遣わし、陟州を侵さしむ。李育德、撃ちて之を走らす。斬首千餘級。（五一）李厚德、歸りて親の疾を省し、李育德をして獲嘉を守らしむ。世充、兵を併せて之を攻む。丁卯、城陥る。育德及び弟三人皆戦死す。
　己巳、李公逸、（五二）雍丘を以て來り降る。杞州總管に拝し、其族弟善行を以て杞州の刺史と爲す。
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　隋の吏部侍郎楊恭仁、宇文化及に從つて河北に至る。化及敗るるや、魏州總管元寶臧、之を獲、己巳、長安に送る。上、之と舊有り。黄門侍郎に拝す。尋ぎて以て涼州總管と爲す。恭仁、素より邊事に習い、羌胡の情僞を曉る。民夷・悦服す。葱嶺より巳東、竝に入りて朝貢す。
　突厥の始畢可汗、其衆を將ゐて、河を度り、（五三）夏州に至る。梁師都、兵を發して之に會す。五百騎を以て劉武周に授け、句注より入りて太原に寇せしめんと欲す。會々始畢・卒す。子什鉢苾、幼にして未だ立つ可からず。其弟俟利弗設を立つ、處羅可汗と爲す。處羅、什鉢苾を以て尼歩設と爲し、東偏に居らしむ。幽州の北に直る。是より先、上、右武候將軍高靜を遣わし、幣を奉じて突厥に使せしむ。（五四）豊州に至る。始畢卒するを聞き、勅して所在の庫に納れしむ。突厥、之を聞きて怒り、入寇せんと欲す。豊州總管張長遜、高靜を遣わし、幣を以て塞を出で、朝廷の爲めに（五五）賻を致す。突厥乃ち還る。
　三月、庚午、梁師都、靈州に寇す。長史楊則、撃ちて之を走らす。
　壬申、王世充、穀州に寇す。刺史史萬寶、戦いて利あらず。












P85
　庚辰、隋の（五七）北海の通守鄭虔府・（五八）文登の令方惠整及び（五九）東海・（六〇）齊郡・（六一）東平・（六二）任城・平陸（六三）壽張・（六四）須昌の賊帥王薄等、竝に其地を以て來り降る。
　王世充が新安に寇するや、外は攻取を示し、實は文武の己に附く者を召し、禪を受けんと議す。李世英深く以て不可と爲して曰わく、『四方、奔馳して東都に歸附する所以は、公が能く隋室を中興するを以ての故なり。今、九州の地、未だ其一をも淸めざるに、遽に位號を正さば、恐らくは遠人、皆、叛去を思わん』と、世充曰わく『公の言・是なり』と。長史韋節・楊續等曰わく、『隋氏の數窮まること、理に在りて昭然たり。夫れ非常の事は、固より常人と之を議す可からず』と。太史令樂德融曰わく、『昔歳（六五）長星出ず。乃ち舊を除き新を布くの徴なり。今、歳星、（六六）角亢に在り。亢は鄭の分野なり。若し亟かに天道に順わずんば、恐らくは王氣衰息せん』と。世充、之に從う。外兵曹參軍戴冑、世充に言つて曰わく、『君臣は猶お父子のごときなり。休戚、之を同じくす。明公、忠を竭し國に狥するに若くは莫し。則ち家國倶に安からん』と。世充、詭辭して『善し』と稱して之を遣る。世
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充、九錫を受けんと議す。冑復た固く諫む。世充怒り、出して鄭州の長史と爲し、兄の子行本と與に虎牢に鎭せしむ。乃ち段達等をして皇泰主に言い、世充に九錫を加えんことを請わしむ。皇泰主曰わく、『鄭公、（六八）近く李密を平げ、已に太尉に拝せり。是より以來、未だ殊績有らず。天下稍平ぐを俟ち、之を議すとも未だ晩からじ』と。段達曰わく、『太尉、之を欲す』と。皇泰主、達を熟視して曰わく、『公に任せん』と。辛巳、達等、皇泰主の詔を以て、世充に命じて相國と爲し、黄鉞を假し、百揆を總べしめ、爵を鄭王に進め、九錫を加う。鄭國、丞相以下の官を置く。
　初め宇文化及、隋の大理卿鄭善果を以て民部尚書を爲す。從つて聊城に至り、化及の爲めに戦を督し、流矢に中る。竇建德、聊城に克つや、王琮、善果を獲たり。之を責めて曰わく、（六九）『公は名臣の家にして、隋室の大臣なり。奈何ぞ君を弑するの賊の爲めに、命を効して苦戦し、傷痍此に至るか』と善果、大に慙じ、自殺せんと欲す。宋正本、馳せ往きて之を救止す。建德、復た・禮を爲さず。乃ち相州に奔る。淮安王神通、之を長安に送る。庚午、善果至る。上、之を優禮し、左庶子に拝し、内史侍郎を檢校せしむ。
　齊王元吉、幷州の父老に諷し、闕に詣りて己を留めしむ。甲申、復た元吉を以て幷州總管と爲す。
　戊子、淮南の五州、皆、使を遣わして來り降る。
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辛卯、劉武周、幷州に寇す。
　壬辰、營州總管鄧暠、高開道を撃ち、之を敗る。
　甲午、王世充、其將高毘を遣わし、（七〇）義州に寇す。
　東都の道士桓法嗣、孔子閉房記を王世充に獻じ、『相國當に隋に代りて天子と爲るべし』と言う。世充、大に悦び、法嗣を以て諫議大夫と爲す。世充、又、雑鳥を羅取し、帛に書して頸に繋ぎ、自ら符命を言いて之を縱つ。鳥を得て來り獻ずる者有れば、亦、官爵に拝す。是に於て段達、皇泰主の命を以て、世充に殊禮を加う。世充、表を奉りて三たび讓る。百官勸進し、位を都堂に設く。納言蘇威、年老い、朝謁するに任えず。世充、威が隋氏の重臣なるを以て、以て士民に眩耀せんと欲し、勸進する毎に、必ず威の名を冠す。殊禮を受くるの日に及び、威を扶けて百官の上に置き、然る後南面正坐して之を受く。
　夏四月、劉武周、突厥の衆を引き、（七一）黄蛇嶺に軍す。兵鋒甚だ盛なり。齊王元吉、車騎將軍張達をして歩卒百人を以て寇を嘗みしむ。達・辭するに兵少く・往く可からざるを以てす。元吉強いて之を遣る。至れば則ち倶に没す。達・忿恨す。庚子。武周を引きて（七二）楡次を襲い、之を陥る。
　散騎常侍段確、性、酒を嗜む。詔を奉じて朱粲を菊潭に慰労す。辛丑、醉に乗じて粲を侮りて曰
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わく、『聞く、卿好みて人を噉うと。人、何の味を作す』と。粲曰わく、『醉人を噉えば、正に糟藏の彘肉の如し』と。確怒り罵りて曰わく、『狂賊、入朝すれば、一の頭奴たるのみ。復た人を噉うを得んや』と。粲、坐に於て確及び從者數十人を收え、悉く之を烹、以て左右に噉わす。遂に菊潭を屠り、王世充に奔る。世充、以て龍驤大將軍と爲す。
　王世充、長史韋節・楊續等及び太常博士（七三）衡水の孔潁達をして、禪代の儀を造らしめ、段達・雲定興等十餘人を遣わし、入りて皇泰主に奏して曰わしむ、『天命、常ならず、鄭王の功徳甚だ盛なり。願わくわ陛下、唐虞の迹に遵え』と。皇泰主、膝を斂め按に據りて怒りて曰わく、『天下は高祖の天下なり。若し隋祚未だ亡びずんば、此言、應に輒ち發すべからず。必ず天命已に改まらば、何ぞ禪譲を煩わさん。公等は或は祖禰の舊臣、或は台鼎高位にして、既に斯言有り。朕復た何をか望まん』と。顔色（七四）凛冽なり。在廷の者皆汗を流す。朝を退き、泣きて太后に對す。世充更に人をして之に謂つて曰わしむ、『今、海内未だ寧からず、須く長君を立つべし。四方の安集するを俟ち、當に子明辟に復すること、必ず（七五）前誓の如くすべし』と。癸卯、世充、皇泰主の命を稱し、位を鄭に禪る。其兄世惲を遣わし、皇泰主を含涼殿に幽せしむ。三表の陳讓及び敕書の敦勸有りと雖も、皇泰主、皆、知らざるなり。諸將を遣わし、兵を引きて入りて宮城を淸めしむ。又、術
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人を遣わし、桃湯葦火を以て禁省を祓除せしむ。
　隋の將帥・郡縣及び賊帥、前後繼ぎて・降る者有り。詔して、王薄を以て（七六）齊州總管と爲し、伏德を（七七）濟州總管と爲し、鄭虔府を靑州總管と爲し、綦公順を（七八）淮州總管と爲し、王孝師を（七九）滄州總管と爲す。
　甲辰、大理卿（八〇）新樂の郎楚之を遣わし、山東を安撫せしめ、秘書監夏候端をして淮左を安撫せしむ。
　乙巳、王世充、法駕を備えて宮に入り、皇帝の位に卽く。丙午、大赦し、開明と改元す。
　丁未、隋の禦衞將軍陳稜、江都を以て來り降る。稜を以て（八一）揚州總管と爲す。
　戊申、王世充、子玄應を立てて太子と爲し、玄恕を漢王と爲し、餘の兄弟宗族十九人、皆王と爲す。皇泰主を奉じて潞國公と爲す。蘇威を以て太師と爲し、段達を司徒と爲し、雲定興を太尉と爲し、張僅を司空と爲し、楊續を納言と爲し、韋節を（八二）内史と爲し、王陵を左僕射と爲し、韋霽を右僕射と爲し、齊王世惲を尚書令と爲し、楊汪を吏部尚書と爲し、杜淹を
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（八三）少吏部と爲し、鄭頲を御史大夫と爲す。世惲は世充の兄なり。又、（八四）國子助敎呉人陸德明を以て漢王の師と爲し、玄恕をして其家に就きて（八五）束修の禮を行わしむ。德明、之を恥じ、（八六）巴豆散を服し、臥して病と稱す。玄恕入りて牀下に跪く。之に對して遺利し、（八七）竟に・與に語らず。德明、名は朗、字を以て行わる。世充、闕下及び玄武門等の數處に於て、皆、榻を設け、坐するに常所無く、親しく章表を受く。或は輕騎して衢市を歷、亦、道を淸めず、民但だ路を避くるのみ。世充轡を按じて徐行し、之に語りて曰わく、『昔時、天子、深く九重に居り、下に在るの事情、聞徹するに由無し。今、世充、天位を貪るに非ず、但だ時危を救恤せんと欲するのみ。正に一州の刺史の如く、親ら庶務を覽、當に士庶と共に朝政を評すべし。尚ほ恐る門に禁限有るを。今、門外に於て、坐を設けて朝を聽く。宜しく各々情を盡すべし』と。又、西朝堂をして冤抑を納れ、東朝堂をして直諫を納れしむ。是に於て、策を獻じ上書する者、日々に數百有り。（八八）條流既に煩しく、省覽、遍くし難し。數日の後、復た更に出でず。
　竇建德、王世充が自立せるを聞き、乃ち之を絶ち、始めて天子の旌旗を建て、出づるに警し入るに
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蹕し、書を下すに詔と稱す。隋の煬帝を追諡して閔帝と爲す。齊王が死するや、遺腹の子政道有り。建德、立てて以て鄖公と爲す。然れども猶お突厥依倚し、以て其兵勢を壯にす。隋の義成公主、使を遣わし、蕭皇后及び南陽公主を迎う。建德、千餘騎を遣わして之を送る。又、宇文化及の首を傳え、以て義成公主に獻ず。
　丙辰、劉武周、幷州を圍む。齊王元吉、拒ぎて之を却く。戊午、太常卿李仲文に詔し、兵を將ゐて幷州を救わしむ。
　王世充の將軍丘懷義、門下省内に居り、越王君度・漢王玄恕・將軍郭士衡を召し、妓妾を雑えて飮博す。侍御史張蘊古、之を彈ず。世充大に怒り、（九十）散手して、君度・玄恕を執えしめ、其耳を批つこと數十。又、命じて引きて（九一）東上閤に入れしめ、之を杖つこと各々數十。懷義・士衡は問わず。蘊古に帛百段を賞し、太子舎人に遷す。君度は世充の兄の子なり。世充、朝を聽く毎に、慇懃に誨諭し、言詞重複し、千端萬緒。侍衞の人、倦弊に勝えず。百司、事を奏するに、聽受に疲る。御史大夫蘇良諫めて曰わく、『陛下、語太だ多く、而して（九二）領要無し。計るに云爾せば卽ち可なり。何ぞ許き辭を煩わさんや』と。世充・嘿然たること良久しく、亦、良を罪せず。然れども性、是の如く、終に改むる能わざるなり。
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　王世充、數久伊州を攻む。總管張善相、之を拒ぐ。糧盡き、援兵、至らず。癸亥、城陥る。善相、世充を罵りて口を極めて死す。帝聞きて歎じて曰わく、『吾、善相に負けり。善相、吾に負けざるなり』と其子に（九三）襄城郡公を賜う。
　五月、王世充、義州を陥れ、復た（九四）西濟州に寇す。右驍衞大將軍劉弘基を遣わし、兵を將ゐて之を救わしむ。
　李軌の將安修仁の兄興貴、長安に仕え、表して請う。『軌に説き、諭すに禍福を以てせん』と。上曰わく、『軌、兵を阻み險を恃み、吐谷渾・突厥を連結す。吾、兵を興して之を撃つとも、尚ほ・克たざらんことを恐る。豈に口舌の能く下す所ならんや』と。興貴曰わく、『臣の家は涼州に在り、奕世の豪望にして、民夷の附く所と爲り、弟修仁、軌の信任すると所と爲り、子弟、機近に在る者、十を以て數う。臣往きて之に説き、軌、臣に聽かば固（まこと）に善し。若し其れ聽かずんば、之を肘腋に圖らんこと易し』と。上乃ち之を遣る。興貴、武威に至る。軌、以て左右衞大將軍と爲す。興貴、間に乗じて軌に説きて曰わく、『涼の地は千里に過ぎず、土薄く民貧し。今、唐、太原に起り、函秦を取り、中原を宰制し、戦えば必ず勝ち、攻むれば必ず取る。此殆ど天啓にして、人力に非ざるなり。若かじ河西を擧げて之に歸せんには。則ち（九五）竇融の功、復た今日に見ん』と。
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軌曰わく、『吾、山河の固に據る。彼、彊大なりと雖も、我を若何せん。汝、唐より來り、唐の爲めに遊説するのみ』と。興貴・謝して曰わく、『臣聞く、（九六）富貴にして故郷に歸らざれば、繡を衣て夜行くが如しと。臣の闔門、陛下の縈祿を受く。安んぞ肯て唐に附かん。但だ其愚慮を效さんと欲するのみ。可否は陛下に在るのみ』と。是に於て、退きて修仁と與に、陰に諸胡を結び、兵を起して軌を撃つ。軌出で戦いて敗れ、城に嬰りて自ら守る。興貴徇えて曰わく、『大唐、我を遣わし、來りて李軌を誅せしむ。敢て之を助くる者は、三族を夷げん』と。城中の人、争い出でて興貴に就く。軌、計窮まり、妻子と與に、（九七）玉女臺に登り、置酒して別を爲す。庚辰、興貴、之を執えて以て聞す。河西悉く平ぐ。鄧曉、長安に在り。舞蹈して慶を稱す。上曰わく、『汝、（九八）人の使臣と爲り、國の亡ぶるを聞き、慼まずして喜び、以て媚を朕に求む。李軌に忠ならず、肯て朕の用を爲さんや』と。遂に之を廢すること終身。軌、長女に至る。其子弟を幷せて皆誅に伏す。安興貴を以て右武候大將軍・上柱國・涼國公と爲し、帛萬段を賜い、安修仁を左武候大將軍・申國公と爲す。
　隋の末、（九九）離石胡劉龍兒、兵數萬を擁し、自ら劉王と號し、其子季眞を以て太子と爲す。虎賁郎將梁德、撃ちて龍兒を斬る。是に至りて、季眞、弟六兒と與に、復た兵を擧げて亂を爲し、劉武周の衆
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を引きて、攻めて石州を陥れ、刺史王儉を殺す。季眞自ら突利可汗と稱し、六兒を以て拓定王と爲す。六兒、使を遣わし・降らんと請う。詔して、以て（一〇〇）嵐州總管と爲す。
　壬午、秦王世民を以て左武候大將軍・使持節・涼甘等（一〇一）九州諸軍事・涼州總管と爲す。其太尉・尚書令・雍州の牧・陝東道行臺は、竝に故の如し。黄門侍郎楊恭仁を遣わし、河西を安撫せしむ。
　丙戌、劉武周、（一〇二）平遙を陥る。
　癸巳、梁州總管・山東道安撫副使陳政、麾下の殺す所と爲る。其首を攜えて王世充に奔る。政は（一〇三）茂の子なり。
　王世充、禮部尚書裵仁基・左輔大將軍裵行儼が威名有るを以て、之を忌む。仁基父子、之を知り、亦、自ら安んぜず。乃ち尚書左丞宇文儒童・儒童の弟（一〇四）尚食直長溫・散騎常侍崔德本と與に、世充及び其黨を殺し・復た皇泰主を尊立せんことを謀る。事泄れ、皆、三族を夷げらる。齊王世惲、世充に言つて曰わく、『儒童等が反を謀るは、正に皇泰主が尚ほ在るが爲めの故なり。早く之を除くに如かじ』と。世充、之に從う。兄の子唐王仁則及び家奴梁百年を遣わし、皇泰主を酖せしむ。皇泰主曰わく『更に爲めに太尉に請え。（一〇五）往者の言を以てせば、未だ應
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に此に至るべからず』と。百年、爲めに啓陳せんと欲す。世惲、許さず。又、皇太后と辭訣せんと請う。亦、許さず。乃ち席を布き、香を焚き佛を禮し、『願わくは、今より已往、復た帝王の家に生まれざらんことを』と藥を飮めども絶ゆる能わず。帛を以て之を縊殺す。諡して恭皇帝と曰う。世充、其兄楚王世偉を以て太保と爲し、齊王世惲を太傳と爲し、尚書令を領せしむ。
　六月庚子、竇建德（一〇六）滄州を陥る。
　初め（一〇七）易州の賊帥宋金剛、衆萬餘有り。魏刁兒と連結す。（一〇八）刁兒、竇建德の滅ぼす所と爲る。金剛、之を救いて戰敗し、衆四千を帥ゐ、西して劉武周に奔る。武周、其の善く兵を用うるを聞き、之を得て甚だ喜ぶ。號して宋王と曰い、委ぬるに軍事を以てし、家貲を中分して以て之に遺る。金剛も亦深く自ら結び、其故
の妻を出し、武周の妹を納る。因つて武周に説く、『晉陽を圖り、南向して天下を争わん』と。武周、金剛を以て西南道大行臺と爲し、兵三萬を將ゐて幷州に寇せしむ。丁未、武周、進みて（一〇九）介州に逼る。沙門道澄、佛幡を以て之に縋し、城に入る。遂に介州を陥る。左武衞大將軍姜寶誼・行軍總管李仲文に詔して、之を撃たしむ。武周の將黄子英、（一一〇）雀鼠谷に往來し、數久輕兵を以て戰を挑む。兵纔に接し、子英陽りて勝たずして走る。是の如くすること再三。寶誼・仲文、衆を悉して之を遂う。伏兵・發し、
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唐の兵大に敗れ、寶誼・仲文、皆、虜にせらる。既にして倶に逃れ歸る。上復た二人をして兵を將ゐて武周を撃たしむ。
　己酉、突厥の使來り、始畢可汗の喪を告ぐ。上、哀を（一一一）長樂門に擧げ、朝を廢すること三日。百官に詔して館に就き、其使者を弔うしむ。又、内史舎人鄭德挺を遣わし、處羅可汗を弔わしめ、帛三萬段を賻す。
　上、劉武周が入寇するを以て憂と爲す。右僕射裵寂、自ら行かんと請う。癸亥、寂を以て（一一二）晉州道行軍總管と爲し、武周を討たしめ、便宜を以て事に從うを聽す。
　秋七月、初めて（一一三）十二軍を置き、關内諸府を分ちて以て焉に隷す。皆、天星を取りて名と爲す。車騎府を以て之を統べしむ。軍毎に將副各々一人、威名素より重き者を取りて之と爲す。督するに耕戰の務を以てす。是に由りて、士馬精強にして、向う所、敵無し。
　海岱の賊帥徐圓朗、（一一四）數州の地を以て、降を請う。（一一五）兗州總管に拝し、魯國公に封ず。
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　王世充、其將羅士信を遣わして穀州に寇す。士信、其衆千餘人を帥ゐて來り降る。是より先、士信、李密に從つて世充を撃ち、兵敗れ、世充の得る所と爲る。世充、厚く之を禮し、與に寢食を同じくす。既にして邴元眞等を得、之を待つこと士信の如し。士信、之を恥ず。士信、駿馬有り。世充の兄の子趙王道詢、之を欲すれども與えず。世充、之を奪い、以て道詢に賜う。士信怒る。故に來り降る。上、其來るを聞き、甚だ喜び、使を遣わして迎え勞い、其所部に廩食す。士信を以て陝州道行軍總管と爲す。世充の左龍驤將軍（一一六）臨涇の席辯、同列楊虔安・李君義と與に、皆、所部を帥ゐて來り降る。
　丙子、王世充、其將郭士衡を遣わして穀州に寇す。刺史任瓌、大に之を破り、俘斬して且に盡きんとす。甲申、行軍總管劉弘基、其將种如願を遣わし、王世充を河陽城に襲い、其河橋を毀ちて還る。
　乙酉、西突厥の統葉護可汗・高昌王麴伯雅、各々使を遣わして入貢す。
初め（一一七）西突厥の曷裟那可汗、隋に入朝す。隋人、之を留む。國人、其叔父を立て、射匱可汗と號す。射匱は、達頭可汗の孫なり。既に立ち、地を拓きて、東は（一一八）金山に至り、西は（一一九）海に至る。遂に北突厥と敵と爲り、庭を龜茲の北三彌山に建つ。射匱・卒し、子統葉護立つ。統葉護、勇にして謀有り。北のかた鐵勒を幷せ、控弦數十萬、烏孫の故地に據り、又、庭を（一二〇）石國の北千泉に移す。西域
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の諸國、皆、之に臣たり。葉護各々吐屯を遣わして之を監し、其征賦を督せしむ。
　辛卯、宋金剛（一二一）浩州に寇し、浹旬にして退く。
　八月丁酉、嶲阝公・薨ず。諡して隋の恭帝と曰う。後無し。族子行基を以て嗣がしむ。
　竇建德、兵十餘萬を將ゐて（一二二）洺州に趣く。淮安王神通、諸軍を帥ゐ、退きて相州に保す。己亥、建德の兵、洺州の城下に至る。
　丙午、將軍泰武通の軍、洛陽に至り、王世充の將葛彦璋を敗る。
　丁未、竇建德、洺州を陥る。總管袁子幹、之に降る。乙卯、兵を引きて相州に趣く。淮安王神通、之を聞き、諸軍を帥ゐ、李世勣に黎陽に就く。
　梁師都、突厥と、合わせて數千騎、（一二三）延州に寇す。行軍總管段德操、兵少くして・敵せず。壁を閉じて・戦わず、師都が稍怠るを伺う。九月丙寅、副總管梁禮を遣わし、兵を將ゐて之を撃たしむ。師都、禮と戦い、方に酣なり。德操、輕騎を以て、多く旗幟を張り、其後を掩撃す。師都の軍潰ゆ。北ぐるを遂うこと二百里。其（一二四）魏州を破り、男女二千餘口を虜にす。德操は（一二五）孝先の子なり。
　蕭銑、其將楊道生を遣わして（一二六）峡州に寇す。刺史許紹、撃ちて之を破る。銑、又、其將陳普環を遣わし、舟師を帥ゐ、峡に上り、巴蜀を取るを規らしむ。紹、其子智仁及び錄事參軍李弘節等を遣わし、
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追うて（一二七）西陵に至り、大に之を破り、普環を擒にす。銑、兵を遣わし、（一二八）安蜀城及び荊門城に戍せしむ。是より先、上、開府李靖を遣わし、（一二九）虁州に詣りて蕭銑を經略せしむ。靖、峡州に至り、銑の兵に阻まれ、久しく・進むを得ず。上、其の遲留するを怒り、（一三〇）陰に許紹に敕して之を斬らしむ。紹、其才を惜み、之が爲めに奏請し、免るるを獲たり。
　己巳、竇建德、相州を陥れ、刺史呂珉を殺す。
　民部尚書魯公劉文靜、自ら以えらく、才略・功勲、裵寂の右に在りと。
　而るに位、其下に居り、意甚だ平かならず。廷議する毎に、寂、是とする所有れば、文靜必ず之を非とし、數久寂を侵侮す。是に由りて隙有り。文靜、弟通直散騎常侍文起と、酒を飮みて酣にして、怨望し、刀を拔き柱を撃ちて曰わく、『會ず當に裵寂の首を斬るべし』と。家數久妖有り。文起、巫を召し。星下に於て髪を被り刀を銜みて厭勝を爲さしむ。文靜、妾有り、寵無し。其兄をして變を上り、之を告げしむ。上、文靜を以て吏に屬し、裵寂・蕭瑀を遣わして狀を問わしむ。文靜曰わく、『建義の初め、忝くも司馬と爲り、長史と位望略ぼ同じからんことを計る。今、寂は僕射と爲りて甲第に據り、臣の官賞は衆人に異ならず。東西征討するに、老母、京師に留まり、風雨、庇う所無し。實に觖望の心有り。醉に因りて怨言せるは、自
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ら保する能わざればなり』と。上、羣臣に謂つて曰わく、『文靜の此言を觀るに、反すること明白なり』と。李綱・蕭瑀、皆、其の反せざるを明かにす。秦王世民、之が爲めに固く請うて曰わく、（一三一）『昔、晉陽に在り、文靜先ず非常の策を定め、始めて寂に告げて知らしむ。京城に克つに及び、任遇懸隔す。文靜をして觖望せしむるは則ち之れ有り。敢て反を謀るに非ず』と。裵寂、上に言つて曰わく、『文靜の才略は、實に時人冠たり。性復た麤險なり。今天下未だ定まらず。之を留めば必ず後患を貽さん』と。上素より寂を親しむ。低回すること之を久しくして、卒に寂の言を用う。辛未、文靜及び文起、死に坐し、其家を籍没す。
　沈法興、既に（一三二）毗陵に克ち、謂えらく江淮の南は、（一三三）指撝して・定む可しと。自ら梁王と稱し、毗陵に都し、延康と改元し、百官を置く。性殘忍にして、専ら威刑を尚ぶ。將士少しく過ち有れば、卽ち之を斬る。是に由りて、其下離れ怨む。時に杜伏威、歷陽に據り、陳稜、江都に據り、李子通、海陵に據り、倶に・江表を窺うの心有り。法興の軍數久敗る。會々子通、稜を江都に圍む。稜、質を送りて救を法興及び伏威に求む。法興、其子綸をして、兵數萬を將ゐて、伏威と共に之を救わしむ。伏威、（一三四）淸流に軍し、綸、楊子に軍し、相去ること數十里なり。子通の納言毛文深、策を獻じ、江南の人を募り、詐りて綸の兵と爲し、夜、伏威の營を襲う。伏威怒り、復た兵を遣わして綸を襲う。
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是に由りて、二人相疑い、敢て先ず進むもの莫し。子通、鋭を盡して江都を攻めて之に克つを得たり。稜、伏威に奔る。子通、江都に入り、因つて綸を縱撃し、大に之を破る。伏威も亦引き去る。子通、皇帝の位に卽き、國を呉と號し、明政と改元す。（一三五）丹陽の賊帥樂伯通、衆萬餘を帥ゐて之に降る。子通、以て左僕射と爲す。
　杜伏威、降らんと請う。丁丑、伏威を以て淮南安撫大使・（一三六）和州總管と爲す。
　裵寂、（一三七）介休に至る。宋金剛、城に據りて之を拒ぐ。寂、度索原に軍す。營中、潤水を飮む。金剛、之を絶つ。士卒・渇乏す。寂、營を移して水に就かんと欲す。金剛、兵を縱ちて之を撃つ。寂の軍遂に潰え、失亡して略ぼ盡く。寂、一日一夜、馳せて晉州に至る。是より先、劉武周、屢々兵を遣わして西河を攻む。（一三八）浩州の刺史劉贍、之を拒ぐ。李仲文、兵を引きて之に就き、與に共に西河を守る。裵寂が敗るるに及び、晉州より以北の城鎭倶に没す。唯だ西河のみ獨り存す。姜寶誼、復た金剛の虜にする。所と爲る。逃れ歸らんと謀る。金剛、之を殺す。裵寂、上表して罪を謝す。上、之を慰論し、復た・河東を鎭撫せしむ。劉武周進みて幷州に逼る。齊王元吉、其司馬劉德威を紿きて曰わく、『卿、老弱を以て城を守れ。吾、彊兵を以て出で
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戦わん』と。辛巳、元吉、夜、兵を出し、其妻妾を攜え、州を棄て、奔りて長安に還る。元吉、始めて去るや、武周の兵已に城下に至る。晉陽の土豪薛深、城を以て武周を納る。上、之を聞き、大に怒り、禮部尚書李綱に謂つて曰わく、『元吉は幼弱にして、未だ時事に習わず。故に竇誕・宇文歆を遣わして之を輔けしむ。晉陽は彊兵數萬、食、十年を支う。興王の基、一旦、之を棄つ。聞く、宇文歆、首として此策を盡せりと。我當に之を斬るべし』と。綱曰わく、『王、年少く驕逸なり。竇誕曾て規諫する無く、又、之を掩覆し、士民をして憤怨せしむ。今日の敗は、誕の罪なり。（一三九）歆、王を諫むれども悛めず。尋ぎて皆聞奏す。乃ち忠臣なり。豈に殺す可けんや』と。明日、上、綱を召し、入りて御坐に升らしめて曰わく、『我、公を得、遂に濫刑無し。元吉自ら不善を爲す。二人の能く禁ずる所に非ざるなり』と。誕を幷せて之を赦す。衞尉小卿劉政會、太原に在り、武周の虜にする所と爲る。政會、密に表し、武周の形勢を論ず。武周、太原に據り、宋金剛を遣わし、晉州を攻めて之を拔き、右驍衞大將軍劉弘基を虜にす。弘基逃れ歸る。金剛進みて（一四〇）絳州に逼り、（一四一）龍門を陷る。
　西突厥の曷裟那可汗、北突厥と怨み有り。曷裟那、長安に在り。北突厥、使を遣わし、之を殺さんと請う。上、許さず。羣臣皆曰わく、『一人を保ちて一國を失わば、後必ず患を爲さん』と。秦王世民曰
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わく、『人窮して來りて我に歸す。之を殺すは不義なり』と。上、遲廻すること之を久しく、已むを得ず。丙戌、曷裟那を内殿に引きて宴飮し、既にして中書省に送り、北突厥の使者を縱ち、之を殺さしむ。
　禮部尚書李綱、（一四二）太子詹事を領す。太子建成、始め甚だ之を禮す。之を久しくして、太子漸く小人を昵近し、秦王世民の功高きを疾み、頗る相猜忌す。綱屢々諫むれども聴かず。乃ち骸骨を乞う、上、之を罵りて曰わく、『卿、（一四三）何潘仁の長史と爲り、乃ち朕の尚書と爲るを恥ずるか。且つ方に卿をして建成を輔導せしむ。而るに固く・去るを求むるは何ぞや』と。綱・頓首して曰わく、『潘仁は賊なり。妄に人を殺さんと欲する毎に、臣、之を諫むれば即ち止めき。其長史と爲るも、以て愧ずる無かる可し。陛下は創業の明主なり。臣、不才にして、（一四四）言う所、水を石に投ずるが如し。太子に言うも亦然り。臣何ぞ敢て久しく（一四五）天臺を汚し、東朝を辱めんや』と。上曰わく、『公の直士なるを知る。勉めて留まりて吾が兒を輔けよ』と。戊子、綱を以て太子少保と爲し、尚書・詹事は故の如し。綱復た上書して、太子が酒を飮みて節無く、及び讒慝を信じ、骨肉を疎んずるを諫む。太子、懌ばず。而して爲す所故の如し。綱・鬱鬱として志を得ず。是歳、固く老病と稱して、職を辭す。詔して、尚書を解き、仍ほ少保
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と爲す。
　淮安王神通、慰撫使張道源をして（一四六）趙州に鎭せしむ。庚寅、竇建德、趙州を陥れ、總管張志昂及び道源を執う。建德、二人及び邢州の刺史陳君賓が早く下らざりしを以て、之を殺さんと欲す。國子祭酒凌敬諫めて曰わく、『人臣は各々其の主の爲めに用いらる。彼堅く守りて下らず、乃ち忠臣なり。今大王之を殺さば、何を以て羣下を勵まさんや』と。建德怒りて曰わく、『吾、城下に至るに、彼猶お降らず。力屈して擒に就く。何ぞ捨す可けんや』と。敬曰わく、『今、大王、大將高士興をして、羅藝を易水に拒がしむ。藝纔に至れば、興卽ち降れり。大王の意、以て何如と爲す』と。建德乃ち悟り、卽ち命じて之を釋さしむ。
　乙未、梁師都、復た延州に寇す。段德操撃ちて之を破る。斬首二千餘級、̪師都、百餘騎を以て遁れ去る。　　德操、功を以て柱國に拝し、爵平原郡公を賜う。（一四七）鄜州の刺史鄜城の壯公梁禮・戦没す。
　冬十月己亥、就きて涼州總管楊恭仁に納言を加え、幽州總管燕公羅藝に姓を李氏と賜い、（一四八）燕郡王に封ず。
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　辛丑、李藝、竇建德を（一四九）衡水に破る。
　癸卯、左武候大將軍龐玉を以て梁州總管と爲す。時に（一五〇）集州の獠・反す。玉、之を討つ。獠、險に據りて自ら守る。軍、進むを得ず、糧且に盡きんとす。（一五一）熟獠、反者と、皆、鄰里親黨にして、争うて言う、『賊、撃つ可からず』と。玉に還らんことを請う。玉・揚言す、『秋穀將に熟せんす。百姓、收刈するを得る毋れ。一切、軍に供せん。賊を平ぐるに非ずんば、吾、返らじ』と。聞く者大に懼れて曰わく、『大軍、去らずんば、吾が曹皆將に餒死せんとす』と。其中（うち）の壯士、乃ち賊營に入り、所親と潜に謀り、其渠帥を斬りて降る。餘黨皆散ず、玉、追討し、悉く之を平ぐ。
　劉武周の將宋金剛、進みて（一五二）澮州を攻め、之を陷る。軍勢甚だ鋭し。裵寂・性怯にして、將帥の略無く、唯だ使を發すること、（一五三）駱驛として、（一五四）虞泰二州の居民を趣して城堡に入れ、其積聚を焚かしむ。民驚擾愁怨し、皆、盜を爲すを思う。（一五五）夏縣の民呂崇茂、衆を聚め、自ら魏王と稍し、以て武周に應ず。寂、之を討ち、敗る所と爲る。永安王孝基・獨孤懷恩・陝州總管于筠・内史侍郎唐儉等に詔して、兵を將ゐて之を討たしむ。
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時に（一五六）王行本」、猶お蒲反に據り、未だ下らず、亦、武周と相應ず。關中震駭す。上、手敕を出して曰わく、『賊勢此の如く、與に鋒を争い難し。宜しく大河以東を棄て、謹みて（一五七）關西を守るべきのみ』と。秦王世民、上表して曰わく、『太原は王業の基する所、國の根本なり。河東は富實にして、京邑の資する所なり。若し擧げて之を棄つるは、臣竊に憤恨す。願わくは臣に精兵三萬を假さんことを。必ず冀わくは武周を平殄し、汾晉を克復せんことを』と。上、是に於て、悉く關中の兵を發し、以て世民の統ぶる所を益し、武周を撃たしむ。乙卯、華陰に幸し、長春宮に至り、以て之を送る。
　竇建德、兵を引きて（一五八）衞州に趣く。建德、軍を行る毎に、常に三道と爲し、輜重細弱は、中央に居り、歩騎、左右を夾み、相去ること三里許り。建德、千騎を以て前行し、（一五九）黎陽を過ぐること三十里。李世勣、騎將丘孝剛を遣わし、三百騎を將ゐて之を偵わしむ。孝剛・驍勇にして馬槊を善くす。建德と遇い、遂に之を撃つ。建德・敗走す。（一六〇）右方の兵、之を救い、撃ちて孝剛を斬る。建德怒り、還りて黎陽を攻め、之に克ち、淮安王神通・李世勣の父蓋・魏徴及び帝の妹同安公主を虜にす。唯だ李世勣、數百騎を以て走りて河を度る。數日にして、其父の故を以て、還りて建德に詣りて降る。衞州、黎陽陷ると聞き、亦降る。建德、李世勣を以て左驍衞將軍と爲し、
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黎陽を守らしめ、常に其父蓋を以て自ら随えて質と爲し、魏徴を以て起居舎人と爲す。滑州の刺史王軌の奴、軌を殺し、其首を攜え、建德に詣りて降る。建德曰わく、『奴、主を殺すは大逆なり。吾何爲ぞ之を受けん』と。立ちどころに命じて奴を斬らしめ、其首を滑州に返す。吏民・感悦し、卽日、降らんと請う。是に於て其旁の州縣及び徐圓朗等、皆、風を望みて歸附す。己未、建德、洺州に還り、萬春宮を築き、徙りて之に都す。淮安王神通を（一六一）下博に置き、待つに客禮を以てす。
　行軍總管羅士信、勇士を帥ゐ、夜、洛陽の外郭に入り、火を縱ち、淸化里を焚きて還る。壬戌、士信、（一六二）靑城堡を拔く。
　王世充、自ら兵を將ゐて地を徇え、滑臺に至り、黎陽に臨む。尉氏の城主時德叡・（一六三）汴州の刺史王要漢・（一六四）亳州の刺史丁叔則、使を遣わして之に降る。德叡を以て尉州の刺史と爲す。要漢は伯當の兄なり。（一六五）夏候端、黎陽に至る。李世勣、兵を發して之を送り、（一六六）澶淵より河を濟り、檄を州縣に傳う。東は海に至り、南は淮に至るまで、二十餘州、皆、使を遣わして來り降る。行きて（一六七）譙州に至る。會々汴・亳、王世充に降り、還路遂に絶ゆ。端、素より衆心を得、
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從う所の二千人、糧盡くと雖も、委て去るに忍びず。端、澤中に坐し、馬を殺して以て士を饗し、因つて歔欷して謂つて曰わく、『卿等の郷里は、皆已に賊に從う。特に・事を共にするの情を以て、未だ委てらるる能わず。我は王命を奉ず、卿に從う可からず。卿は妻子有り、宜しく我に效うべき無し。吾が首を斬りて賊に歸す可し。必ず富貴を獲ん』と。衆皆流涕して曰わく、『公、唐室に於て、親屬あるに非ず。直に忠義を以て、志、存を圖らず。某等、賤しと雖も、心亦人なり。寧ぞ肯て公を害して以て利を求めんや』と。端曰わく、『卿、殺さるるに忍びずんば、吾當に自ら刎ぬべし』と。衆、之を抱持し、乃ち復た同じく進む。潜行すること五日、餒ゑて死し、及び賊の撃つ所と爲り、奔り潰えて相失う者大半、唯だ五十二人を餘して同じく走り、（一六八）𤇾+豆豆を采りて之を生食す。端、節を持し、未だ嘗て身を離さず。屢々從者を遣わし、散じて自ら生を求めしむ。衆、又、可かず。時に河南の地、皆、世充に入る。唯だ杞州の刺史李公逸、唐の爲めに堅く守り、兵を遣わして端を迎え、之を館給す。世充、使を遣わして端を召し、衣を解きて之に遺り、仍ほ除書を送り、端を以て淮南郡公・尚書少吏部と爲す。端、使者に對し、書を焚き衣を毀りて曰わく、『夏候端は、天子の大使なり。豈に王世充の官を受けんや。汝、吾が往くを欲せば、唯だ吾が首を取る可きのみ』と。因つて節旄を解きて之を懷にし、刃を竿に置き、山中より西に走る。復た蹊徑無く、荊棘を冒踐し、晝夜兼行し、（一六九）宜陽に達するを得たり。從者、崖より墜ち、水に
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溺れ、虎狼の食う所と爲り、又其半を喪う。其の存する者、鬢髪禿落し、復た人狀無し。端、闕に詣りて上に見え、但だ功無きを謝し、初めより自ら艱苦を言わず。上復た以て秘書監と爲す。（一七〇）郎楚之、山東に至り、亦、竇建德の獲る所と爲る。楚之、屈せず、竟に・還るを得。王世充、其従弟世辯を遣わし、徐・亳の兵を以て雍丘を攻む。李公逸、使を遣わして救を求む。上、賊境を隔つるを以て、救う能わず。公逸乃ち其屬李善行を留めて雍丘を守らしめ、身、輕騎を帥ゐて入朝す。襄城に至り、世充の伊州の刺史張殷の獲る所と爲る。世充謂つて曰わく、『卿、鄭を越えて唐に臣たり。其説安にか在る』と。公逸曰わく、『我、天下に於て、唯だ唐有るを知るのみ、鄭有るを知らず』と。世充怒りて之を斬る。善行も亦没す。上、公逸の子を以て襄邑公と爲す。
　甲子、上、（一七一）華山に祠る。
